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実践研 究賞

ス クー ル リー ダー ・ フ ォ
ー ラ ム 事業の 持続的実践

一 大学と教育委員会合 同プ ロ ジ ェ ク トと して

　　　　　　　　　　　　　　　　　 大阪教献 学 大 脇 康 弘

1　 実践研究紹介

　概要

　ス ク ー
ル リーダー ・フ ォ

ー ラ ム （SLF ）は ，
ス ク

ー
ル サ ポー

ト （学校支援）

とス ク ール リーダ ーの 育成 を 目的 とす る 事業で あ る
。

フ ォ
ー ラム で は

，
ス ク ー

ル リー ダ ーが学校 づ くりの 課題 に 即 して 白校の 実践 を持 ち寄 っ て 研究協議 し ，

学校づ く りの 理論 ・ 政策 ・ 実践 を総合的に 検討す るこ とを重視 して きた ，また ，

ス クール リー ダー教育 に っ い て 研究協議 し
， 実践的に ス ク ール リー ダー育成の

取 り組み に 挑戦 して きた 。 総 じて ， ス ク
ー ル リー ダー

の 「学び の 場 」 （フ ォ
ー

ラ ム ）を創 り出す こ と をめ ざして きた 。

　 こ の フ ォ
ー ラ ム 事業は 「大学 と教育委員会の 連携協力協定書」 （2002年 ）に

基 づい て ， 大阪教育大学 ス ク ー
ル リー ダー ・プ ロ ジ ェ ク ト （SLP）が 大阪府教

育委員会お よび大 阪市教育委員会 （2009年度以降参画） と連携協力 し て ，合 同

プ ロ ジ ェ ク トと して取 り組ん で きた 。
SLP は大阪教育大学 の 学 内横断組織

（代表は長尾彰夫現学長 ， 委員長 は大脇康 弘 ，
メ ン バ ー は 10人前後）で ， 学校

と ス ク ール リーダー をサ ポー
トす る多種 多様 な事業 に 取 り組ん で きた 。 これ ま

で 開催 され た フ ォ
ー

ラ ム の概要 を ま とめ た もの が 表で ある 。

　フ ォ
ー

ラ ム の 独 自性 と有効性

　フ ォ
ー

ラム の理 念は発足 時か ら現在まで
一

貫 して お り ， 次の よ うに ま とめ ら

れ る。   ス ク
ー

ル リ
ー ダー

の 「学び の場 」を創 る ，   学校づ くりを専門的立 場

か ら支援す る ，   学 校づ くりの 理論 ・政 策 ・実践 を総合的に 検討す る，   実践

者 ・政 策担当者 ・研究者が現実 に即 して 研究交流す る ，   大学 ・ 学校 ・教育委

員会が コ ラボ レ ー シ ョ ン す る 。

　 フ ォ
ー

ラム は 1 日また は半 日の 大 会で ， 通常土 曜 日ま た は 日曜 日に 開催 され

るが ， 単 発の 行事 とい うよ り年間を通 じて 連携協力の 取 り組み を重ね る 。 フ ォ
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学会褒賞

表 ス クー ル リー ダー ・フ ォ
ー

ラ ム の 概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位は人，報告書のみ頁

回　　フ ォ
ーラ ム の テ

ーマ 基調講演 者 シ ン ポ 分科会 参加者 報告曽　開催年月 日

1　学校教育自己診断 を実践す る　　 木岡
・
明　　 3 7 ユ121052003 ．3．1

2　学校 を開 く ・学校 を診断す る　　 成山治彦　　 3 14　　　　156　　　　140　　 2003．11．29

3
　 と可能性

ス ク
ー

ル リ
ーダー養成の 必要性

小 島弘道　　 4 101　　　　160　　　2004．　3．27

4　授業評価 の 理 論 ・政策 ・実践　　森田
・大木 6 21　　　 132　　2005．　2．19

5　 リ
ーダー

層教貝 の 力量形成 木原俊行　　 4 ユ21　　　　116　　2005．11．26

6
　 くり

ス ク
ー

ル リ
ーダー

の 学習拠点づ
大野 ・中島　　 2 5 31　　　 160　　2006．11．26

7　学校課題へ の 挑戦　　　　　　　 福永光伸

8　学校の 自己革新 と支援体制　　　 大脇康弘

9　豊か な学校評価 を求め て　　　　 天笠　茂

4 21 1921152008 ．1．30

3　　　　　15　　　　　27　　　　　96　　　2009 ．　2．28

5　　　　　　8　　　　135　　　　108　　2009．11．29

10　ス ク
ール リーダー

の実践力育成 竹内 ・佐野　　4　　 （WS ）　　 82　　 130　 2010．11．27

11 次世代ス クール リ
ーダー

の育成　 元兼正 浩

12 ス ク
ー

ル リ
ーダー

の 学びの 場 　 寺岡
・
大脇

4　　 （WS ）　　 92　　 108　 2011．11，19

4 24 731262012 ．11．24

一 ラ ム の準備の た め に企 画会 議 や意 思疎通 の た めの 連絡調 整は ほぼ年間を通 し

て 行われ る 。 事例報 告校に 対 して は 大 学教員 や指導主事が 学校訪問を し ， 必要

に 応じ て連絡調整 ， 意見交換 ， 助言指導が複数回行 われ る 。 また ，
フ ォ

ー ラム

の報 告者は事前に 完成論稿を提 出し それ を編集 した 「フ ォ
ー

ラム 報告書」が 大

会当 日に参加者に 配付 され ，研究協議が行われ る 。 さ らに ， 第10回以降は 参加

者 に事前の 学習課題 ・資料を提示 して ， テ
ー マ に 関す る問題意識 を深 めて もら

う学習を組み 込ん で い る 。

　フ ォ
ー ラ ム で は 学校教 職員 ・教 育政 策担 当者 ・教 育研 究者 の 三 者 が 「同 じ土

俵」に 上が り， 学校 づ くりお よび ス ク
ール リーダ ー教育の 理論 ・政策 ・実践 を

総合 的かっ 多元 的に研究協議 して きた 。特に ， 複数の 事例校か ら学校づ くりの

実践 を報告 して も らい
， それ をめ ぐっ て 実践方策だ けで な く政策分析や 理論的

視野か ら研究協議して きた 。
これ を通 して ， 報告者は もち ろん参加者は気づ き

と発見 ， 刺 激 と元気 を得 て きた 。 フ ォ
ー

ラム は関係 者が実践 の 手 がか りを得 る

と共 に ， その 成 果 を教 育研 究 や教 育政 策 に反 映 させ る 「しか け」を組 み 込 ん で

い る 。
これ は大 学 ・学校 ・教育委員会 の コ ラボ レ ー

シ ョ ン に支 え られ て は じめ

て 具 体化 した の で あ る 。

　フ ォ
ー ラ ム を形 態別 に 類型化す る と ，

「公 開協議型」 「参加者報 告協議型 」

「セ ミナ ー展 開型」「ラ ウ ン ドテ
ー ブル 型」 の 四 種に な る。

「公 開協議型」 は基

調講演 ・シ ン ポ ジ ウ ム と分科会 を組み合わせ る もので， フ ォ
ー ラ ム の基本型で

あ る 。 その 変型 として 分 科会 を設け な い こ と もあ る 。 「参加者報告 協議型 」は
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参加 者 の ほ とん どが順次報告 し全 員で 協議す る もの で
， 参加者が じ っ くり討議

し 「知 識創造」 す る の に ふ さわ し い 形態で あ る 。 「セ ミナ
ー展 開型」 は数回 の

セ ミナ ー を開催 し
，

そ の 取 り組み を生 か して フ ォ
ー ラ ム を開催す る もの で ある 。

「ラ ウ ン ドテ ー ブル 型」 は 少人数 グル ー プ に 分か れ て 「語 り と傾聴」 に よ っ て

実践や学びを共に 探究 し， それ を全体会で 交通整理 す るもの で あ る L．こ の よ う

に フ ォ
ー ラ ム を類型化 で き るが ， その 内実 は極めて 多様で あ る 。 企 画運 営者か

らみれ ば， 理 念 は
一貰 して 変わ らない が ， 各同 ご とに 教 育施 策 の 展 開 ， 学校 現

場の 実施状況 ， 大学 と教育委員 会の 組織体制な どを総 合 的 に 判断 して テ
ー

マ ・

内容 ・方 法 ・形 態 を柔軟 に 固め て きた とい うの が 実情で ある 。

　フ ォ
ー

ラ ム の 社会的意義

　フ ォ
ー ラム は多様 な テ ー マ ・形態で 取 り組 まれて きた が

，
次の よ うな共通点

が 見出せ る 。 第
一

に
，

フ ォ
ー ラ ム は三 者の 「つ な が る場 」 として 形成 され て き

た 。   教育研究者 ・学校教職員 ・政 策担当者の 連携   大 学 ・学 校 ・教 育委 員

会の 組織聞連携 。 第二 に ，
フ ォ

ー ラ ム は 「創発の 場」 として 形 成 され て きた 。

  学校づ くりお よび ス ク ール リーダ ー育成 の 理論 ・政策 ・実践の 関係づ け ，  

理論知 と実践 知の 交流 ・対話 ・統一
。 第三 に ， フ ォ

ー ラ ム の 理念が 確 か に 具体

化 され実 現 され て き た 。   独 自性 ・持続性 ・挑戦性 ，   学校支援 と ス ク
ー

ル リ

ー ダー 育成 へ の 貢献 。 ス クール リー ダー ・フ ォ
ー ラ ム は ス ク ール リー ダー の

「学び の 場」 と し て 創出 され ， 「創発の 場」 と な り， 「大阪型 フ ォ
ー ラ ム 」 と し

て 独 自な発展 を遂 げて き た の で ある 。

　12回に わ た るフ ォ
ー ラ ム の 講演者 ・ 報告者は161名で ， 参加者 は延べ 1，143名

で あ る 。 フ ォ
ー ラ ム 報 告書 12冊 は総頁数1 ， 496頁で 10 ， 000部 を超 えて お り， 広

く配布 され て い る。 こ の フ ォ
ー ラ ム の企 画運営 と実施 に あた っ て は大 阪教 育大

学 ， 大 阪府教育委員会 ， 大阪市教育委員会 の 合同プロ ジ ェ ク トの 関係者 をは じ

め ， 学校教職員 ， 大学教職員 ， 教育研究者か ら多大な ご協力 と ご支援をい ただ

い た 。 日本教育経営学会会員で ご報 告ご執筆い ただ い た 方 も少 な くな い
。 それ

に 支 え られ て フ ォ
ー ラム は 11年間絶 え ざ る挑 戦 を重 ね る こ とが で きた の で あ

る 。
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